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名古屋グランパス ワイズメンズ クラブ 
     NAGOYA YMCA    1-2-7 HARUOKA CHIKUSAKU  NAGOYA 464-0848 JAPAN 

 

国際会長主題     「信念のあるミッション」 

ｱｼﾞｱ会長主題     「愛をもって奉仕しよう」 

西日本区理事主題   「あなたならできる！きっとできる」 

中部部長主題       「踏み出そう 次の一歩のための今の一歩を」 

クラブ会長主題     「感動と感謝の気持ちで課題の克服そして感動の発信」 
 

                                   201６年２月号 
           

―――――――――――＜今月の聖句＞――――――――――― 
 

「わたしは、こう祈ります。知る力と見抜く力とを身に着けて、あなたがたの愛がますます 

豊かになり、本当に重要なことを見分けられるように。」 

                     フィリピの信徒への手紙 １章９節～10節 

 

  名古屋グランパスホームページ http://www5.ocn.ne.jp/~ysmen/ 

  
 

 

◎第一例会  

と き：２月９日（火）１９：００～ 

ところ：南山ＹＭＣＡ 

 食事あり ドライバー三井君 

卓話 

「ピンクシャツ デイ キャンペーン」 

スピーカー： 重留まなみ 主事 

（名古屋ＹＭＣＡピンクシャツ キャンペ

ーン プロジェクト チーフ） 

ピンクシャツがシンボルとなったのは、カナ

ダの学生が起こした行動に由来します。２００

７年のカナダのハイスクールで、男子生徒がピ

ンク色のポロシャツを着て登校したことでホ

モセクシャルだとからかわれ暴行を受け、耐え 

 

 

きれずに帰宅してしまいました。それを聞いた

１２年生の男子生徒ふたり、日本でいえば高校

３年生、その学校での学生生活も最後の年、い

じめなんてもううんざりだ！アクションを起

こそう！そう思ったそうです。さてそのアクシ

ョンとは・。（http://pink-shirt-day.com/） 

 

◎第二例会  

 と き：２月２３日（火）１９：００～ 

 ところ：南山ＹＭＣＡ 

◎ピンクシャツ デイ  

 と き：２月２４日（水）１８：３０～ 

ところ：池下 名古屋ＹＭＣＡ 

「みんなで集まれ いじめについて考えよう」 

 

 

1 

月   

例

会 

   例     会     出     席     状     況    B  F ポイント クラブファンド（月） 

在  席  者 15 名 第  1  例  会  10 名 当   月 ・ 切   手  ニコ BOX ノート  

例会出席者 10 名 第  2  例  会 9 名 当   月 ・ 現   金  感 謝 ファンド  

当月出席率 66.7% そ の 他   7 名 累              計  累          計   

 

“TO  ACKNOWLEDGE  THE  DUTY  THAT  ACCOMPANIES  EVERY  RIGHT” 

＝強い義務感を持とう。義務はすべての権利に伴う＝

 

20１６年２月例会他ご案内 

がんばれ日本 がんばるワイズ 
 

http://www5.ocn.ne.jp/~ysmen/
http://pink-shirt-day.com/


       第 一 例 会          
 

 
 

日時：２０１６年１月１２日(火) １９時～ 

場所：南山ＹＭＣＡ 

出席：高田夫妻、坂野夫妻、吉田夫妻、荒川夫妻、

早川夫妻、松原夫妻、服部、三井、青木、遠藤 

 

卓話 「食事バランスガイドで食生活をチェック」     

講師 坂野信子氏 （健康栄養学の大学講師） 

 

 
 

ドライバー坂野清治 

今回の卓話は坂野メネットが「食事バランスガイ

ド」を利用して、年初めに皆さんの食生活をチェッ

クする機会にしたいという思いで企画しました。 

「食事バランスガイド」とは、平成 17年 6 月に農林

水産省と厚生労働省により決定されたもので、料理

の組み合わせから、栄養バランスを見直すことがで

きるものです。 

まず、最初に日本人の健康状況の説明で、４０代

男性の肥満が３４．９％、２０代女性の痩せすぎが

約２０％、糖尿病は男性１５．５％、女性９．８％、

最高血圧１４０以上が男性３６．２％、女性２６．

８％と食生活と運動のバランスが崩れてきている内

容でした。 

 

グランパスメンバーの日頃の朝食、昼食、夕食、

間食についての項目にチェックして食生活を確認す

るところから始まり、その後に実際の食事の主食、

副菜、主菜、乳製品、果物に分けカロリーやバラン

スを確認して戴く作業をして貰いました、短い時間

でしたので満足に計算出来なかったと思いますが、

これを機会に多少でも皆さんが食生活を見直す事が

出来れば嬉しいですと講師は話していました。 

 

 
   食事は三段重のおいしいお弁当でした 

 

 

第１例会議事録 

１．卓話について  

今までには無い、メンバー参加型卓話は新鮮で 

した。血圧１４０mmHg ９０mmHgはショックです。

たぶん坂ちゃんは長生きするのでしょうね？ 

２．南山幼稚園クラシックコンサート開催 

 1 月 23 日（土） 後援の詳細 

チラシ、案内看板、花束等の準備と他クラブ、リ

ーダー、地域住民への声掛け。南山ワイズクラブ

は、「特別例会として協賛参加希望」の連絡有り 

 グランパス、南山ワイズで各２００００円協賛。

運営、実務は南山幼稚園スタッフ。ワイズはチラ

シ配布及び地域住民への声掛け。会場設営と撤去

の手伝い。中部部長荒川さんから 西日本区 CS資

金に申請の提案が有りました。荒川さん宜しくお

願い致します。   

３. 東北被災地ツアー 4/9(土).10(日) 阿部君 

  参加状況、スケジュール、予算等 

 料金等の詳細は１月末に決定、現時点ではセント 

レア発着（9：30AM）  

４．ファンド作りの方法   

新しいアイデア、情報について 

  日和田のトウモロコシ畑を畝単位で購入、販売 

も視野に入れてはどうか？但し、販売方法解決が 

最優先  

５．2月 9日（火）第一例会卓話  

ドライバー：三井君  

  横浜 YMCA の「いじめをなくそう」ピンクシャツ

デイに因んだ卓話を検討中 

６．3月 21 日（月）リーダー送別会（感謝祭） 

 名古屋地区各クラブ合同にできないか？  

卒業生６人、送迎者４０人 約５０名のリーダー

に喜んでいただける、会を計画する。YMCA と計画



を立てる。 

７．３月第２例会開催について 

２２日（火）の第二例会を２１日のリーダー送

別会後に開催（19：00～） 

８．その他  

・1/16（土）17（日）爺が岳スキーツアー、 

・EMC 主査受諾について確認した。 

・YMCA より連絡 

 ・リンゴとポロシャツの支払いについて  

  

 

    南山幼稚園８０周年記念     

クラシックコンサート 
 

 
 

吉田一誠 

 南山幼稚園は昨年創立８０周年を迎えました。８

０周年を機会にさらなる継続的な発展を目指し、各

種記念事業が計画されています。その中で幼稚園の

みならず、南山ファミリーYMCA を含めてもっと地域

の方とのコミュニケーションを高めようということ

が一つの目標になっていますがその具体的な活動の

一つとして、’気軽に楽しめるクラシック名曲コンサ

ート’が１月２３日（土）昨年夏に改装され内装を

一新した幼稚園の２Fホールで開かれました。    

 会場に２００名近くの人でほぼ満席となり、弦楽

４重奏で奏でられるクラシックの名曲の数々を楽し

む事ができました。プロの演奏家の生演奏は流石で、

息をのんで聞き入る子供たちの姿も見受けられまし

た。地域の方々も来てくださり、目標としていた新

しいコミュニケーションを創るきっかけともなりそ

うでした。 

 

 
 

 今回のコンサートは昨年の神沢保育園と同様に宗

次ホールさんの’クラシックラシック音楽届け隊’

のご支援により、演奏者への謝礼は一切なくして開

催できたものです。また、後援の南山とグランパス

両ワイズ支援によりその他諸費用は賄われました。 

 

 
 

 今後このような演奏会を継続的に行うには演奏者

と後援者に加えて何より演奏会の企画と実行を行う

人を含めた推進システムを創ることが欠かせません。

幸い、演奏者については引き続き宗次ホールさんの

方でご紹介いただける（交通費程度の負担で）こと

になっています。幼稚園の保護者会の方も是非また

開催をしようという声もあるようです。今回の演奏

会にかかわった人も、多くのお客様の姿をみてこの

ような機会を作ることの必要性を実感できたように

思います。引き続いてグランパスのみなさんのご支

援を受け、神沢保育園の演奏会ともども、演奏会の

企画、後援者、資金集めなどを私たちボランティア

が主体となって継続的に開催できるような仕組みを

作っていきたいと思います。これからもよろしくお

願いします。 

 

 
子どもたちは生クラシックに興味深々でした 

 
200 名分の座席を用意して満席でした。 




